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1)研 究 テ ー一マ

E.「環 境 保 全 に 及 ぼ す 非 木 材 繊 維 植 物 の 探 索

と 膠日発 」

2)プ ロ ジェ ク トメンバ ー:門 屋 卓、釜野徳 明、大塚 一郎 、小竹 文乃

ほか釜 野研究 室学生

3)口 的:環 境 保 全に役 、kっ非 木材 繊維 資源 と りわ けケナ フ を栽培 ・育成 しそ の利川 方

法 を探索す る

4)経 過:本 研 究 はエ コマテ リア ル と して の非木材繊維 資源 の探索 ・利用 を 目的 に1993

年 開始,kの 検 討結果 ケ ナフ(学 名llibiscuscaηnab1η σsL.)と い う…年 生

植 物が 今後 の環境保 全 に寄 与す る植物 で ある ことに着 目 し各種 環境 条件 下で

の栽培 ・生育の検 討 、採 取 されたケナ フの分析 、多角 的利用 方法 な どにつ いて

研 究 して きた。

これ らの結果 は本年報1993,94,95,96年 に報告 した。

この研 究の過程 にお いて学外 の機 関 との共 同研 究 も行 なわ れそ の成 果が 次第

に現わ れて きてい る。

本 報で はすで に発表 され た これ ら共 同研 究 の内容 を抜 粋 し報告す る。

1.精 練 発 酵ケ ナフ靱皮繊 維パ ルプ の製造 と特性 お よび マニ ラ麻 代替 品 としての評価

アブ ドレザ ・ネザモルェスラミ(AbdoirezaNEZAMOLESLAMI)、 鈴木 恭治(静 岡大学 農学 部)

門 屋 卓(神 奈川 大学総合 理学研 究所)

日本包 装学 会誌VoL6,No.6,pp.339-347(1997>英 文

腰 旨]

精練 発酵 処理 を受 けた中国産 ケナ フ靱皮繊維(CBF)を 用 いて 、異な る蒸解 方

法 によ り得 られ たパ ルプ特性 を評価 す るとと もに 、特 殊紙用 に用 い られ てい るマ

ニ ラ麻代 替 品 として の 可能性 を検 討 した。評価 方法 は …般 に用 い られ て いる ソー

ダAQ法 、ク ラフ ト法 に加 えて常圧 ソーダ蒸解 法 も行 な った。

ソ ーダAQ(か せ いソ ーダア ン トラキ ノン蒸解)法 、クラフ ト法 と もにケ ナ フ

靱皮 繊維 に対 し良質なパ ルプ を 与えたが、CBFか ら調整 されたパ ル プ は精 練

発 酵 され て いな い 日本産 ケナ フ(JBF)よ り低活 性 アルカ リ条件 に も拘 らず 高
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パ ルプ収 率、低 カ ッパ価 、低灰 分量で あった。

各パ ルプ化法 によ り調整 したパ ルプ を漂白 した後 ピータ ーで 叩解 し、ろ水度 と

強度特性 の関係 を調べ た結果 、CSF400で の引張 りおよび破 裂指数 は常圧 ソ

ーダ
、ソーダAQ,ク ラフ トの順 に高 い値 とな り、常圧 ソ ーダパル プ はマ ニ ラ麻 を

上回 る強度 を示 した。耐折強 さは3種 パルプ ともマ ニ ラ麻パル プよ り低 い値 とな

ったが 、常圧 ソーダパ ルプはCSF300付 近でマ ニ ラ麻 と同等の値 とな った。し

たが って 常圧 ソーダ蒸解 したCSFパ ル プはマニ ラ麻 の代替品 と して有望で ある

ことがわ かった。

II.PKEPAKATIONOFVULCANIZEDFIBERSFROMKENAFPULPS

AbdolrezaNezamoleslami,KyoujiSuzuki,TakeoUeno(SizuokaUniversity)

TakashiKadoya(KanagawaUniversity}

第46回 日本 木 材 学 会 大 会 研 究 発 表 要 旨EMI-0945(1996)英 文

[要 旨]

バ ル カ ナ イ ズ ドフ ァイ バ ー はセ ル ロ ース パ ル プ シー トを高 濃 度 の 塩 化 亜 鉛 溶 液 に

浸 漬 して 製 造 され 、電 気 絶 縁 材 料 な ど の工 業材 料 と して 使 用 され て い る 。この パ ル

プ シー トは コ ッ トン繊 維 が 従 来 使 用 され て い たが ケ ナ フ 靱 皮 繊 維 部 をパ ル プ 化 し

漂 白 した も のが 代 替 出来 る 可 能 性 が あ る こ とが わ か っ た 。本 報 で はケ ナ フ靱 皮 繊

維 パ ル プ を用 いた バ ル カ ナ イ ズ ドフ ァイ バ ー製 造 の 可能 性 にっ い て の 基 礎 的研 究

結 果 につ い て 述 べ る

試料 の調整:こ こでは神奈川大学 で生 育 したケナフ靱皮部 をソ ーダーAQお よび クラ

フ ト法 によ りパルプ を製造 した。さ らに市販の 中国産 ケナ フの靱皮部か らクラフ

トパ ルプ を製造 した。すべ ての試 料はそれぞ れ未晒 し、晒 し、未 叩解 、叩解 処理 を行

な った。さ らに これ らは実験 室の手す き法によ り約100g/m2の 試料 を製造 した。

バル カナイズ法:上 記 の手す き シー トは40℃ 、690Be'の 塩化 亜鉛溶液 に10秒

間浸 漬 しさ らに10秒 間マ ーセル化 した後50℃ のホ ッ トプ レー トでプ レス し搾液 し

た。大気 中でエ ージング した後200お よび50Be'の 希 薄な塩化 亜鉛溶液 で処理 し

た。

さ らに、pH3-4で10分 間酸処理 し24時 間洗浄 、110℃、3分間 プ レスす る ことによっ

て最終試 料 を得た。このバル カナイズ フ ァイバ ーは単層 と2層 の構成で ある。

結果:い ずれ も類似の傾向を示 し、すべての手すき試料は塩化亜鉛の吸収は良好であ

った。予測したようにバルカナイズ化が進むと裂断長、密度、伸びは増加し、不透明

度と厚さは表に示すとおり32%と17%も 増加 した。バルカナイズ ド化は未晒しパル

プより晒しパルプの方が有効でありこの結果ケナフ靱皮パルプはバルカナイズ ド
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フ ァイバ ーの原料 として使用 可能 な ことが認め られ た。

Table1.Somepropertiesofuntreatedandvulcanizedhandsheets

preparedfrombreachedkraftpulpofkenafbastfiber

growninJapan

.`amples NumberFreakingElongationDensityOpacity

oflayaerslength(km)(%)(g/cm2)(%)

BastUntreated 1 6.n 3.3 0.5 82

fiber

sheets

Vulcanized

1

2

7.8

8.5

8.1

9.0

n.7

0.73

56

68

Shrinkage

(%)

Thickness

(mm)

1.17

10.9

1.3.0

0.14

0.22

π1.ケ ナ フパル プを原 料 としたバルカ ナイズ ドフ ァイバ ーの製造 と物性(II)

AbdolrezaNezamoleslami,鈴 木恭治(静 岡大学)

遠 山信行(東 洋 フ ァイバ ー)、 門屋 卓(神 奈川大学)

第2回 ケ ナフ等植 物資源利用研究会 、ケナ フ協議会 、1997年12月5日
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[緒 言ユ

機 能性セル ロース材料 として注 目されているバルカナイズ ドファイバ ーは現在主原

料 と して コ ッ トンリンターが用 い られて いるが、コ ッ トンも不足が ちで あ り、代替原

料が種 々検 討 されて いる。そ こで、コ ッ トン代替原料 と して非木材 植物資源ケ ナフに

着 目し、そ のバル カ ン化 を種 々検 討中である。前 回は通常条件で ケナ フ靱 皮繊維パ ル

プ(中 国産 と 日本産の2種 類)の バル カン化 を行 い、得 られた フ ァイ イバ ーシー ト

の強度 特性や表 面形態の変化 にっ いて報告 した1).今 回 はバル カ ン化 によるフ ァイ

バ ー組 成および物性 の変化 をさ らに詳 しく検 討す る と共 に、得 られ たケナ フのバル

カ ナイズ ドフ ァイバ ーの生分解性 にっいて も検 討 した。

[実験]

ユ.試料 前報 と同様 、中国産 と 日本産 の2種 類のケナフ靱皮繊維(そ れぞ れCBF,

JBF)を 使用 した。CBFは 精練発酵処理後輸入 され た もので あ り、JBFは

神 奈川大学 で栽培 され た もので ある。蒸解 はク ラフ ト法を用 いた。漂 白はNaCIUを 用

い、パ ルプの叩解はナイヤガ ラ ビータにて行 なった。リンターパル プは市販 品(中 粘

度)を 用 いた。各パルプはJISに 準 じて坪 量約100g/m2の ハ ン ドシー トとした。

2.バ ル カナイズ ドフ ァイバ ーの調整 実験室で のバル カン化 は以下 に示す 工程で

行な った。

塩 化亜鉛 溶液浸漬→マ ーセル化→プ レス→ス クイーズ→エイ ジング→酸処理一レ

水洗 →乾燥→ホ ッ トプ レス→断裁→ 製品

3.X線 回折RigakuRAD-1AX線 回折装 置を用 い試料 の回折 パタ ーンを測 定 した。

線源 はニ ッケル フィルタ ー使用 のCuKα(r=1.54A),30KV、15mAが 用 いられた。

結 晶化度 はSegal法 を用いて算 出 した。

4.炭 水化物組成分析J.TAPP1紙 パルプ試験方法No。42-84を 準 用 して試料 の加水

分解 、中和、濃縮 を行 い、得 られた溶液 の糖組成 を高速液体 クロマ ト法で分析 した。

5.r.中 埋没 試験 プ ランターに静岡大学構内の土壌を入れ、7×7cmと1.5×10cmの 試料

を深 さ5cmに 埋没 し、所定期 間後の重量変化 とシー ト強度 を調べ た。

6.SEM観 察 シー ト断面の観 察は、ダイヤモ ン ドカ ッタ ー付きの ウル トラミクロ

トームを用 いて切 断 した試料 をカ ーボ ン蒸着 したの ち、加圧 電圧15kVでJOEL-6400

走査 型電子顕微鏡 を用 いて行な った。

7.そ の他 の物性試験JISあ るいはTAPPIStandardに 準 じて行な った。

[結果 と考察]

CBFお よびJBFの バルカ ン化 シー トのSEM観 察 によ り、塩化 亜鉛処理 による

繊維 表面の著 しいゼ ラチ ン化 と、繊維 のフ レキ シビ リティー向上 による繊維 間接着性

の向上 と繊維間空隙 の減少が 明 らか となった。これ らはシー トの不 透明度 、透気度

諸 強度 に大 きな影響 を及ぼす。Fig.1に 各未処理 シー トとバル カ ン化 のx線 回折 図
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を 示 す 。CBF,JBFと も にバ ル カ ン化 に よ り28=22.5° の 回 折 強 度 は 大 き く低

下す る が 、Pauli)ら の 指 摘 す るCelluloseIIへ の 大 き な 変 動 は 見 られ な い 。しか し、

CBFの バ ル カ ン化 シー トに見 られ る2θ=200付 近 の ピ ー ク の 存 在 か ら一一部

CelluloseIIの 存 在 も 予 測 さ れ る。Fig.2に 糖 組 成 の 変 化 を示 す 。バ ル カ ン化 に よ る

主 た る 溶 出 成 分 は キ シ ロ ー ス で あ る こ とが 分 か る。Fig.3お よ びFig.4に 土 中 埋 没 試

験 に よ る未 処 理 紙 お よ び バ ル カ ン化 シ ー トの 重 量 変 化 を示 す 。ケ ナ フ シ ー トにお い

て は 生 分 解 性 が 速 や か に進 行 して い る こ とが 分 か る。埋 没 試 料 の 引 張 り強 度 を測 定

し た 結 果 、60日 経 過 で 強度 は0と な っ た 。
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Fig1未 処 理 シー トとバル カ ン化 シー トのX線 回折図
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Fig.2未 各処理 シー トとバルカ ン化 シー トの糖組成の比較
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